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条例等
名 称

○彦根市公共下水道事業審議会条例 ○彦根市水道料金審議会条例 ○彦根市水道事業経営等検討委員会
設置要綱

制 定 平成元年10月5日条例第26号 平成3年3月27日条例第1号 平成28年9月1日水道事業告示第20号

最終改正 平成23年3月23日条例第5号 平成26年3月27日条例第20号

設 置 第1条 地方自治法(昭和22年法律第67
号)第138条の4第3項の規定に基づき、
彦根市公共下水道事業審議会(以下「審
議会」という。)を置く。

第1条 彦根市水道事業給水条例(平成10
年彦根市条例第5号)の規定に基づき市が
徴収する水道料金その他水道料金制度に
関する事項(以下「水道料金等」とい
う。)について審議するため、彦根市水
道料金審議会(以下「審議会」という。)
を置く。

第1条 彦根市水道事業(以下「水道事
業」という。)の経営等に関する事項に
ついて検討するため、彦根市水道事業
経営等検討委員会(以下「委員会」とい
う。)を置く。

所掌事務 第2条 審議会は、市長の諮問に応じ、
彦根市公共下水道事業に関する重要な事
項について調査審議する。

第2条 審議会は、彦根市水道事業の管
理者の権限を行う市長(以下「管理者」
という。)の諮問に応じ、水道料金等に
ついて審議する。

第2条 委員会は、水道事業の管理者の
権限を行う市長(以下「管理者」とい
う。)の求めに応じ、次に掲げる事項に
ついて検討を行い、管理者に意見を述
べるものとする。
(1) 水道事業の経営に関すること。
(2) 水道事業の各種計画に関すること。
(3) 水道事業の評価に関すること。
(4) その他水道事業に関し管理者が必
要と認める事項に関すること。



年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度

2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

●下水道事業

経営戦略 （R5～R14）

第7期経営計画（経営戦略）（R8～R17） 第8期

経営計画 第6期(～R7）

中間見直し 次期計画策定

次期計画策定

使用料改定 ● 〇 〇

●水道事業

水道事業ビジョン

第3期(～R8) 第4期経営計画（経営戦略）(R9～R18)

中期経営計画（経営戦略）

次期計画策定 料金改定審議 中間見直し 次期計画策定

料金改定 〇

計画等策定スケジュール(見込)
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(設置)
第1条 地方自治法(昭和22年法律第67号)第138条の4第3項および地方公営企業法(昭和27年法律第292号)第
14条の規定に基づき、彦根市上下水道事業審議会(以下「審議会」という。)を置く。

(所掌事務)
第2条 審議会は、市長の諮問に応じ、彦根市水道事業および彦根市下水道事業に関する重要な事項について調査審議
する。

(組織)
第3条 審議会は、委員10人以内をもって組織する。
2 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。
(1) 学識経験を有する者
(2) 受益者代表

(任期)
第4条 委員の任期は、2年とし、再任を妨げない。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

(会長)
第5条 審議会に会長を置き、委員の互選により定める。
2 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。
3 会長に事故があるとき、または会長が欠けたときは、あらかじめ会長が指名した委員がその職務を代理する。
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(会議)
第6条 審議会の会議(以下「会議」という。)は、会長が招集する。
2 会長は、会議の議長となる。
3 審議会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。
4 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
5 会長は、会議において必要があると認めるときは、関係者の出席を求めて、その意見または説明を聴くことができる。

(会議の開催方法の特例)
第7条 会長は、やむを得ない理由により、委員が審議会の開催場所に参集することが困難であると認めるときは、映像
および音声の送受信により相手の状態を相互に認識しながら通話をすることができる方法(以下「オンラインによる方
法」という。)を活用して審議会を開くことができる。
2 前項の規定により開く審議会において、オンラインによる方法で出席を希望する委員は、あらかじめ会長に届け出な
ければならない。
3 前項の規定による届出をして、オンラインによる方法で審議会に出席した委員は、審議会の開催場所に参集して出席
したものとみなして、前条第3項および第4項の規定を適用する。

第8条 会長は、緊急を要する場合その他やむを得ない理由のある場合は、書面による方法により審議会を開くことが
できる。
2 前項の規定により開く審議会においては、書面により表決、意見等の提出を受ける等により、審議会の出席に相当す
る職務を行ったものとみなして、第6条の規定を適用する。
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(庶務)
第9条 審議会の庶務は、上下水道部において処理する。

(委任)
第10条 この条例に定めるもののほか、審議会の組織および運営に関し必要な事項は、市長が別に定める。

付 則
(施行期日)
1 この条例は、令和6年4月1日から施行する。
(彦根市水道料金審議会条例および彦根市公共下水道事業審議会条例の廃止)
2 次に掲げる条例は、廃止する。
(1) 彦根市水道料金審議会条例(平成3年彦根市条例第1号)
(2) 彦根市公共下水道事業審議会条例(平成元年彦根市条例第26号)


